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例会終了後、ＡＥＤ講習会（横芝光町文化会館） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆さんこんにちは。本日は匝瑳市横芝光町消防組合横

芝光消防署署長 伊藤幸夫様をお迎えしています。後

ほど卓話を、例会終了後はＡＥＤの講習会をしていた

だけるという事で、ありがとうございます。毎日消防

署員の皆さんご苦労様です。我々も消防署について災

害がないとなかなかピンとこない所もありますが、今 

 

日の卓話を機会に少しでも日々の活動を理解できたら

と思います。またＡＥＤの講習も毎年行っています

が、いざという時のために講習をしっかり身につけて

その重要性を認識したいと思います。よろしくお願い

致します。 

5/16日に今年度社会奉仕事業のテント寄贈を南条小

学校にしてまいりました。当日は横芝光町役場に古西

社会奉仕委員長と訪問して、佐藤町長に目録をお渡し

してから南条小学校に行って、校長先生ともいろいろ

話しを伺ってきました。大変喜んでおられました。 

今月は青少年奉仕月間でもあります。子供たちの健全

な成長こそが国の将来の発展を決めることは間違いあ

りません。ロータリークラブとしてもこれからもどん

なことが出来るか考えて実行できたらと思います。 

先週の会務報告で例会場変更のお願いがあるとの連絡

を忘れました。この機会に会員の皆様にも例会のあり

方、大切さをしっかり考えて、いろいろな意見をお聞

かせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①会報受領クラブ 

・多古ＲＣ 

②ﾊｲﾗｲﾄよねやま 206号(2017年 5月 12日発行)が届い

ております。 
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委員会報告  

 

◇社会奉仕委員会 

 

 

 

 

 

 

 

             委員長  古西 弘和 

先程会長からもお話がありましたが、本日、ＡＥＤ講

習会を横芝光町文化会館にて、いま伊藤署長にお越し

頂いておりますが、横芝光消防署の真向かいで行ない

ますので、例会終了後そちらの方に移動して頂きたい

と思っております。去年はプラムだったので、くれぐ

れもお間違いのないように。よろしくお願い致しま

す。 

 

◇次年度 

 

 

 

 

 

 

 

次年度幹事  倉石 昌治 

先日は２回にわたりファイヤーサイドにご参加ありが

とうございました。その時ご案内致しました次年度各

委員会の活動計画について、ご提案の原稿を５月末日

とご案内させて頂きましたが、これから活動計画書作

成にあたりまして少しでも時間がほしいという事で、

5月 25日に〆切を変更させて頂きますのでご協力の

ほどよろしくお願い致します。 

 

 

 

 

「消防の動向」 

 

匝瑳市横芝光町消防組合 

横芝光消防署長  伊藤 幸夫様 

こんにちは。本日はおいしい昼食まで頂きまして誠に

ありがとうございました。今日は卓話という事ですが

大先輩方が大勢いらっしゃる中でご指名という事でご

了承願えればと思います。よろしくお願い致します。 

「消防の動向」と書いてありますけれども雑談という

形で皆さん聞き流していただければ、眠くなった方は

目をつむっていただいて、皆さん軽い気持ちで聞いて

いただければと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私は先程ご紹介に預かりました消防署で署長をしてお

ります伊藤と申します。ここに配属になって３年目に

なります。 

よく災害は忘れた頃にやってくるという話が昔はされ 

ていました。ところが最近は忘れないうちに来てしま

う。記憶に鮮明に残っているのが 3.11の地震だと思

います。近いところだと熊本地震、温暖化の影響なの

か定かではありませんが非常に勢力が強い台風が上陸

したり、そういった事案、気象が多くなっています。

皆さんも忘れないうちにまた災害が来てしまったとい

うふうに実感しているのではないでしょうか。日本は

災害が多く発生する国ですが、この地震や台風、近年

だと極地的な豪雨もよくあります。このところ朝鮮半

島が非常に不安定な情勢になっておりまして、もしや

ミサイルが飛んでくるかもしれない。そういった懸念

もされております。2020年には東京オリンピック、

パラリンピックが開催されますけれども、観光を推進

しておりまして日本も外国の方が相当数訪れていま

す。このオリンピックに向けて、更に外国から観光で

訪れる方も非常に多くなるかと思いますけれども 

そこで懸念が考えられるのが、やはりテロなど、そう

いった問題を考えなければならないと思っておりま

す。その国民の生命、人体、財産を守るといった問題

で私たちの職種はそういったあらゆる事案に対応した

活動をしているというところでございます。渡邊会長

からもありましたけれども、普段からお目にかかった

ことがない、これが一番で。自衛隊や警察、消防、こ

のような組織は普段あまり見かけない、普段は空気の

ような存在であってほしいというのが世の中としては

卓話 



平穏であるという事なのですけれども。先程冒頭でも

申した通り近年では災害が多数発生しておりまして、

自衛隊をはじめ警察、消防もいろいろな地域に、市や

県をまたいでいろんな応援の活動に参加をしているよ

うな状況です。 

皆さん気象庁発表の特別警報というのを聞いたことは

ありますでしょうか？ 

特別警報が平成 25年に施行されました。なぜかとい

うと、3.11の同じ年、9月頃に紀伊半島中心に発生し

たかなり大きな台風で 100人余りの方が亡くなってし

まった台風がありました。この時に気象庁もいろいろ

情報を発信していたのですが、その情報がなかなか伝

わりづらいということで、特別警報を作りました。い

ろんな災害でインタビューを見ていると思いますが、

まさか私たちの地域で、正にその通りで、災害はいつ

どこでどのように起こるかわからない、予測がつかな

いものになっております。特別警報というものもこの

辺では発令されたことはありませんが、この地域性か

らいうと 3.11の津波が発生した事もあり、一番怖い

のは海を抱えていますので津波だと思います。次に怖

いのは栗山川を抱えていますので、歴史上栗山川本幹

の氾濫の事例はないのですが、そこからつながってい

る細い川の氾濫の事例はあったのです。 

今のご時世、そういったことをはかるというのは無理

があります。どういったことがあってもおかしくない

という地域に皆さんはお住まいだという事を改めて心

に刻んでいただきたい。普段ボランティア活動などで

地域の皆さんは貢献しております。特別警報というも

のがあるという事を皆さんも記憶に留めて頂いて、発

令される前にある発信があります。それに基づいて、

近隣の皆さんに声をかけるだとか日頃のボランティア

活動にも手を伸ばしていただけると非常にありがたい

と思っております。このところ日本は非常に災害が多

発しております。予測がつかない状態が次から次への

起こっております。 

身近な火災についてもお話ししたいと思います。 

皆さんの地域、ご家庭でソーラーパネルを設置されて

いるご家庭が非常に多いと思います。売電を目的にし

た施設が非常に多くなってきております。小さな話で

すが、私共の仕事上の話ですと非常にそれが厄介で、

仮に火事になった場合は、強風にあおられてパネルが

飛んでしまった場合、それを移動しなければならない 

頭を悩ませているような状況です。 

最近の傾向といたしまして若い人を含めて脳卒中が増

えたという印象があります。私を含めて皆さんある程

度年齢に達していますので、皆さんも発症リスクが高

くなっています。その判断基準を簡単にお話ししてお

きます。 

①笑い顔を作って頂き左右対称になっているかどうか

…片側が引きつっていたりしないかどうか。②目をつ

ぶって両手をまっすぐ前に伸ばす。手の平を上にして

10秒。…片側が落ちてきてしまったり、片側が上が

らなかったりは脳卒中の可能性があります。③喋って

いただく。簡単な早口言葉やこちらから言った言葉を

復唱してもらう。しっかり言えれば大丈夫ですが、言

えないと可能性が高い。 

この 3つのうちの１点でもあったら 70％を超える確

率で脳卒中の可能性が高い。３点そろうと 85％以上

の確率で脳卒中の可能性がある。 

なんでお話しするかといいますと、今いい治療法があ

ります。この様な症状があると“昨日疲れたから少し

様子を見よう”皆さんこの様におっしゃいます。さっ

きの災害ではありませんがまさか自分が…まさかこの

地域が…です。ところが時間をおいてしまうと改善さ

せる余地がかなりなくなってしまう。血管が切れる場

合より詰まる場合が圧倒的に多い。仮に詰まってしま

って３時間以内に治療をするとかなりの確率で良くな

る。その様な状況になった場合、ご家庭でもこの３点

を試してみておかしいなと思ったときは、躊躇せずに

救急車を呼んでください。そうすると適切な治療がで

きる医療機関に運び早く治療が受けられる。たとえば

救急隊に 20分前に今の症状が現れたと伝えて頂きま

すと、今の救急隊はそれを学んでいますので適切な治

療ができる病院に皆さんを搬送する。全快とまでいか

なくても症状の軽い段階で皆さんをお助けすることが

出来る。という事を覚えて頂きたいと思います。 

今日ＡＥＤの講習がありますけれども、ＡＥＤは心臓

発作を起こした方に電気ショックを与えて、ショック

のリズムを取り除くという方法、機械です。これも非

常に増えています。これも若い方も非常にふえていま

す。たとえば、中学生が胸にボールが当たって心臓発

作を起こしてしまったが、この機械を使って社会回復

したという事例もあります。 

横芝光町でも機械の普及が非常に進んでいます。皆さ

ん講習を受けて頂き、もし何かの時にこれを使ってや

っていただければこの地域の救命技術が上がってくる

と思います。 

 

 

 



 

 

青柳誠君・土屋俊夫君・冨一美君・前川成吉君 

古西弘和君・市原豊彦君・伊藤元雄君・高田一行君 

渡邊孝文君・倉石昌治君・花澤昇一君・鈴木匡哉君 

   …横芝光消防署長 伊藤幸夫様お忙しい中を卓話

ありがとうございました。またＡＥＤ講習会よ

ろしくお願い致します 

 

 

本日計    12,000円 

累 計   688,003円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ニコニコボックス 

出席報告 

例会日 会員数 出席 

5月 18日 36 23 

 

出席率に用
いる数 ％ 

32 

 

71.88 

 

☆ 欠席をしたらメークアップをしましょう ★ 

5/18（木）例会終了後、AED講習会 

(横芝光町文化会館 14：00～17：00) 

 


